
                                    東三河地域水循環再生行動計画について                        資料１        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
 
 
 
 

 

 

 

         

Ⅰ 行動計画策定の背景と目的 
 
Ⅱ 地域の姿 
 
Ⅲ 健全な水循環再生に向けて 
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Ⅳ 水循環パートナーシッププロジェクト 
                
 
 
 
 
Ⅴ 行動計画推進のために 

地域協議会の全構成員及び地域の

活動団体からヒヤリング 

行動計画作成の流れと特徴 

○県民、事業者、民間団体、行政の各主体で構成される尾張、西三河及び東三河地域の各水循環再生地域協議会において、全構成員が協力し、地域に根ざした水循環に関連する取組を「行動計画」として取りまとめた。 

○作成に当たっては、行動計画作業部会を地域ごとに4回ずつ開催し意見ヒヤリングを行うとともに、座長によるアドバイスも反映して誰にもわかりやすく親しみやすい表現となるよう努めた。 

○地域における水循環に関する特徴と課題を具体化するため、東三河地域を河川流域を基本単位として「豊川・天竜川等流域」、「三河湾沿岸域(豊川・蒲郡・宝飯等)」及び「三河湾・外海沿岸域(渥美半島等)」の３つに細分化し、

細分化した流域ごとに水環境の「特徴と課題」と「流域別目標」を示した。 

○行動計画に掲げた取組のうち、「流域における施策横断的取組」及び「連携・協働による新たな取組」については内容をシート化し、それぞれ「アクション・シート」及び「パートナーシッププロジェクト」として示した。 

○アクション・シート及びパートナーシッププロジェクトは毎年追加して行動計画の充実を図ることとした。 

○行動計画を着実に進めていくため新たに「行動計画フォローアップチーム(仮称)」を設置し、各構成員の取組状況の把握や情報共有等を進めることとした。 

○行動計画の期間は水循環再生基本構想と整合を図り１０年とした。なお、水循環に係る研究成果などを行動計画に的確に反映させるため、20年度を初年度とし3年毎に目標達成状況の中間評価や目標の見直しを行うこととした。

○健全な水循環再生のため、流域の上流から下流までが一体となって水循環再生の取組を推進すること

が必要。 

○地域の実情に沿った具体的な課題・目標・取組等を「行動計画」として取りまとめる。 

１ 自然・社会的特性 → 地域の地形、土地利用状況、産業構成などを記述 

２ 環境特性 → 水質、水・水辺の利用状況、水文化などを記述 

健全な水循環再生に向けた取組数
１６３ 

地域共通の取組  流域別の取組
アクション・シート 

森が活性化する森づくりに向けて 
豊川の上・下流交流、水源涵養林育成事業など

人と自然が元気な郷づくりに向けて 
ﾊﾞｲｵﾏｽﾀｳﾝ構想の策定・推進、湿地の保全など

水が感じられるまちづくりに向けて 
三河湾浄化ﾌｪｱの開催、井戸掘り事業助成など

森と海をつなぐ川・里海づくりに向けて 
海岸環境整備事業、水生生物調査など 

安心して利用できるきれいな水のために 
下水道整備、環境保全型農業など 

暮らしを支えて流れる豊かな水のために 
森林の整備・保全、透水性舗装推進など 

水が育む多様な生態系のために 
ため池の保全、多自然川づくりなど 

人と水とがふれあう水辺のために 
ビオトープ整備、河川・海岸清掃など 

地域目標 流域別目標 

水質の浄化や水量の確保、水辺の整備・保全など健全な水循環の再生につながるテーマで、地域のニー

ズと特性にあった協働・連携の輪が広がるモデル的事業 

１ 地域目標(地域に共通した目標) 

２ 地域共通の取組         森林保全、下水道整備など地域に共通した取組を、水循環のめ

ざす姿で整理して記述 

３ 流域別目標(流域ごとに設定)            

４ 流域別の取組(アクション・シート)    「森づくり」、「郷づくり」などの施策横断的な取組を

具体的に記述 

＜アクション・シート数＞ 

森づくり 郷づくり まちづくり 川・里海づくり 計 

１３ ６ ９ １５ ４３ 

 

１ 各主体（県民・事業者・民間団体・行政）に期待される役割を記述 

 

２ 行動計画の推進に向けて 

（１）取組の進行管理 

・計画（Plan）、実行（Do）、点検（Check）、見直し（Action）のPDCA ｻｲｸﾙにより効果的に進行管理

（２）取組実施状況の点検、計画の見直し → 「行動計画フォローアップチーム(仮称)」が窓口 

・行動計画に掲げた取組の中から指標として適切な項目を選定し、効果的に取組の実施状況を把握 

・県民・事業者・民間団体・行政が協力して「あいちの水循環再生指標」を活用し、モニタリング調

査や流域内で調査日を定めて行う「流域一斉調査」を経年的に実施 

（３）情報の共有と発信 

・取組実施状況の点検結果等は、ホームページなどから発信し情報を共有化 
・取組実施状況把握
・ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ調査・流域一斉調査結果の整理 
・ｱｸｼｮﾝ･ｼｰﾄ､ﾊﾟｰﾄﾅｰｼｯﾌﾟﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄの追加 など 

毎年 

行動計画の構成 

皆で協力し、あいちの水循環再生指標を活用して全県で「流域一斉調査」を実施 

地域目標 

行動計画ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟﾁｰﾑ

・目標達成状況把握
・中間評価、見直し

3年毎

☆東三河水循環再生フォーラム 
☆三河湾里海再生プログラムの作成 
☆三河湾再生モデル事業 ～干潟の耕うん・観察～ 



 
 

○東三河水循環再生フォーラム ～森・川・海でつながる地域～  ＜東三河流域フォーラム＞ 
この地域において、過去の水との共生の智恵を生かしながら、地域の水循環が人の循環、暮らしの循環に
展開していく道すじを考える。 

○三河湾里海再生プログラムの作成  ＜愛知県環境部・農林水産部・建設部＞ 
 自然の恵み豊かな海「里海」の再生に向け、海域環境改善の効果的な取組を明らかにし、「三河湾里海再

生プログラム」として取りまとめる。 

○里海再生モデル事業  ～干潟の耕うん・観察～  ＜愛知県＞ 
 里海の再生に向け、県民参加により干潟の耕うんを行い、その効果や課題を把握する。また、豊橋市、田

原市や地域の市民団体と連携して干潟の役割を学ぶ観察会も実施し、干潟の重要性について考える。 

豊川・天竜川等流域 

三河湾・外海沿岸域 
（渥美半島等） 

三河湾沿岸域 
（豊川・蒲郡・宝飯等） 

東三河地域 
~水が結ぶ森・郷・川・里海~ 

豊川・天竜川等流域の目標 
☆森づくりによる美しい自然と健康
で豊かな生活環境との調和 

三河湾沿岸域の目標 
☆自然と風景と文化が調和した
ふれあい空間としての水辺 

☆魚などの生き物が豊かな里海
の再生 

三河湾・外海沿岸域の目標 
☆人と自然が共生する汐川干潟 
☆自然景観に恵まれた川 

アクション・シート 
◎水源地域の森林整備 
◎里山作り 
◎間伐材の利用促進 
◎豊川流域の上・下流交流 
◎小学校訪問授業・野外体験授業 
◎豊橋市ﾊﾞｲｵﾏｽﾀｳﾝ構想の策定・推進
◎三河湾浄化フェアの開催 
◎川と海のクリーン大作戦 
◎ホタルの調査・観察 等 

アクション・シート 
◎田原市ﾊﾞｲｵﾏｽﾀｳﾝ構想の策定・推進 
◎汐川水質改善行動計画の実施 
◎梅田川ふれあいｸﾘｰﾝ作戦 
◎海浜の清掃活動 等 

アクション・シート 
◎間伐材の利用促進 
◎佐奈川流域での生活排水指導 
◎港湾環境整備事業 
◎窪地浚渫の修復 等 

流域別目標と水循環アクション・シート等の概要 

水循環パートナーシッププロジェクト 
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